
平成™˜年�月š—日 火曜日 第œ˜—™号官 報
〇
文
部
科
学
省
告
示
第
九
十
三
号

特
定
先
端
大
型
研
究
施
設
の
共
用
の
促
進
に
関
す
る
法

律
（
平
成
六
年
法
律
七
十
八
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
特
定
中
性
子
線
施
設
の
共
用
の
促
進
に
関
す

る
基
本
的
な
方
針
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
の
で
、
同
条
第

五
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
六
月
三
十
日

文
部
科
学
大
臣

塩
谷

立

特
定
中
性
子
線
施
設
の
共
用
の
促
進
に
関
す
る
基

本
的
な
方
針

我
が
国
の
科
学
技
術
を
振
興
し
、
国
際
競
争
力
の
飛
躍

的
な
向
上
に
つ
な
が
る
研
究
成
果
を
世
界
に
先
ん
じ
て
創

出
す
る
た
め
に
は
、
先
端
的
か
つ
高
度
な
研
究
等
を
行
う

た
め
の
施
設
を
、
産
業
界
の
研
究
者
等
も
含
め
た
多
様
な

研
究
者
等
に
開
放
し
、
そ
の
共
用
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
我
が
国
の
科
学
技
術
に
関
す
る
研
究
等
の
基
盤
の
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
産
学
官
及
び
国
内
外
の
研
究
交
流

に
よ
る
研
究
者
等
の
多
様
な
知
識
の
融
合
等
を
図
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

特
定
中
性
子
線
施
設
は
、
独
立
行
政
法
人
日
本
原
子
力

研
究
開
発
機
構
（
以
下
「
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
」

と
い
う
。）及
び
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
高
エ
ネ
ル
ギ
ー

加
速
器
研
究
機
構
（
以
下
「
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究

機
構
」
と
い
う
。）が
共
同
で
建
設
し
、
運
営
す
る
複
合
研

究
施
設
で
あ
る
大
強
度
陽
子
加
速
器
施
設
の
う
ち
、
日
本

原
子
力
研
究
開
発
機
構
に
よ
り
設
置
さ
れ
る
、
世
界
最
高

水
準
の
強
度
の
中
性
子
を
利
用
し
て
研
究
等
を
行
う
た
め

の
施
設
で
あ
る
。
本
施
設
は
、
生
命
科
学
、
物
質
科
学
等

の
様
々
な
研
究
分
野
に
お
い
て
、
画
期
的
な
計
測
等
の
手

段
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
の
積
極
的
な

活
用
に
よ
り
我
が
国
の
国
際
競
争
力
の
強
化
に
つ
な
が
る

研
究
成
果
の
創
出
が
期
待
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
産
業
界
の
研
究
者
等
も
含
め
た
多
様
な
分
野
の
研
究

者
等
に
対
し
て
、
そ
の
共
用
を
促
進
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
な
認
識
の
下
、
特
定
先
端
大
型
研
究
施
設
の

共
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
こ
の
方
針
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

第
一

特
定
中
性
子
線
施
設
の
共
用
の
促
進
に
関
す
る
基

本
的
な
方
向

特
定
中
性
子
線
施
設
は
、
大
学
、
高
等
専
門
学
校

及
び
大
学
共
同
利
用
機
関
（
以
下
「
大
学
等
」
と
い

う
。）、
独
立
行
政
法
人
、
産
業
界
等
の
多
様
な
研
究

者
等
に
よ
っ
て
積
極
的
に
活
用
が
図
ら
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
価
値
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
我
が
国
の

科
学
技
術
の
振
興
や
国
際
競
争
力
の
向
上
に
寄
与
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
に
お
い

て
は
、
利
用
者
の
意
見
に
十
分
配
慮
し
た
中
性
子
線

共
用
施
設
の
整
備
の
推
進
や
中
性
子
線
専
用
施
設
の

公
正
な
選
定
の
実
施
等
利
用
者
本
位
の
考
え
方
を
基

本
と
し
た
施
設
の
整
備
及
び
運
営
を
行
う
と
と
も

に
、
特
定
中
性
子
線
施
設
を
通
じ
た
国
際
交
流
も
含

め
、
研
究
機
関
及
び
研
究
者
等
の
活
発
な
交
流
を
促

す
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二

施
設
利
用
研
究
に
関
す
る
事
項

一

公
正
な
利
用
者
選
定
の
実
施

特
定
中
性
子
線
施
設
の
共
用
に
当
た
っ
て
は
、
大

学
等
、
独
立
行
政
法
人
、
産
業
界
等
の
多
様
な
研
究

者
等
に
対
し
て
、
透
明
な
手
続
に
よ
り
公
平
な
利
用

機
会
が
提
供
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
た
め
、
施
設
利
用
研
究
を
行
う
者
の
選
定
を

行
う
際
に
は
、
施
設
利
用
研
究
の
科
学
技
術
分
野
へ

の
貢
献
度
や
発
展
性
、
社
会
経
済
へ
の
寄
与
や
、
社

会
通
念
に
照
ら
し
た
妥
当
性
等
に
配
慮
し
た
適
切
な

基
準
を
策
定
し
、
こ
れ
に
従
っ
た
審
査
を
課
題
の
性

格
に
応
じ
て
適
切
に
行
う
な
ど
、
公
平
性
及
び
透
明

性
を
確
保
し
た
公
正
な
選
定
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

二

適
切
な
利
用
支
援
の
実
施

中
性
子
線
専
用
施
設
を
設
置
す
る
者
が
研
究
等
を

効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
に
は
、
安
定
的
に
中
性
子

線
が
供
給
さ
れ
る
と
と
も
に
、
特
定
中
性
子
線
施
設

に
関
連
す
る
技
術
情
報
等
が
適
切
に
提
供
さ
れ
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
は
、
中

性
子
線
専
用
施
設
の
設
置
を
行
っ
た
者
に
対
し
て
、

中
性
子
線
の
安
定
的
な
提
供
や
技
術
情
報
等
の
提
供

等
の
支
援
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

三

施
設
利
用
研
究
を
支
え
る
中
性
子
線
利
用
研
究
及

び
人
材
育
成
の
推
進

特
定
中
性
子
線
施
設
が
画
期
的
な
計
測
等
の
手
段

と
し
て
活
用
さ
れ
、
継
続
的
に
優
れ
た
成
果
を
創
出

し
て
い
く
た
め
に
は
、
中
性
子
線
を
利
用
し
た
研
究

等
の
高
度
化
を
不
断
に
図
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
支

え
る
人
材
の
育
成
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
中
性
子
線
に
関
連
す
る
研

究
等
に
つ
い
て
知
見
を
有
す
る
機
関
が
、
施
設
・
装

置
、
測
定
技
術
等
の
高
度
化
を
図
り
つ
つ
、
若
手
研

究
者
育
成
の
観
点
も
踏
ま
え
、
最
先
端
の
利
用
研
究

を
進
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
成
果
を
適
切
に
情
報
発

信
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

四

積
極
的
な
成
果
の
公
表
及
び
普
及
並
び
に
啓
発
活

動
の
実
施

施
設
利
用
研
究
の
成
果
は
、
科
学
技
術
の
振
興
を

図
る
と
と
も
に
中
性
子
線
の
利
用
分
野
等
に
関
す
る

新
た
な
知
見
を
活
か
し
た
特
定
中
性
子
線
施
設
の
更

な
る
利
用
の
促
進
を
図
る
観
点
か
ら
、
知
的
公
共
財

と
し
て
積
極
的
に
公
表
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
知
的
財
産
の
保
護
の
観
点
か
ら
施
設
利
用
研

究
の
成
果
を
公
表
す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
に
も
、

特
許
権
の
確
立
、
製
品
化
等
に
よ
る
成
果
の
普
及
を

図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
利
用
者
相
互
の
情
報
交
換
が
適
切
に
な
さ

れ
る
よ
う
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

開
催
等
に
よ
る
積
極
的
な
啓
発
活
動
に
努
め
、
新
た

な
利
用
者
の
発
掘
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

五

国
際
交
流
の
推
進

我
が
国
が
世
界
の
科
学
技
術
振
興
を
先
導
し
、
こ

れ
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
関
係
す
る
研
究
機
関
及

び
研
究
者
等
の
交
流
に
よ
る
研
究
者
等
の
多
様
な
知

識
の
融
合
を
図
る
た
め
に
は
、
科
学
技
術
の
国
際
交

流
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ

う
し
た
観
点
か
ら
も
、
特
定
中
性
子
線
施
設
を
我
が

国
に
お
け
る
世
界
的
な
研
究
拠
点
と
し
て
位
置
づ

け
、
そ
の
積
極
的
な
活
用
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。こ

の
た
め
、
施
設
利
用
研
究
の
う
ち
、
成
果
を
公

開
す
る
研
究
等
を
実
施
す
る
場
合
に
は
、
原
則
と
し

て
、
国
内
の
研
究
者
等
と
同
様
に
海
外
の
研
究
者
等

に
も
公
平
に
共
用
に
供
す
る
こ
と
と
す
る
と
と
も

に
、
国
際
的
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
を
積
極
的
に
開
催

し
、
そ
の
成
果
を
世
界
に
向
け
て
発
信
す
る
こ
と
に

よ
り
、
世
界
の
中
で
存
在
感
を
発
揮
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

第
三

中
性
子
線
共
用
施
設
の
整
備
及
び
中
性
子
線
専
用

施
設
の
設
置
に
関
す
る
事
項

一

中
性
子
線
共
用
施
設
の
整
備

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
に
お
い
て
は
、
中
性

子
線
共
用
施
設
の
整
備
に
当
た
っ
て
、
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
が
適
切
に
反
映
さ
れ
る
と
と
も
に
、
完
成
後

効
果
的
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
幅
広
い
分
野
の
研
究
者
等
の
意
見
や
国
内

外
の
研
究
等
の
動
向
等
を
適
切
に
把
握
し
つ
つ
、
計

画
的
に
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

二

中
性
子
線
専
用
施
設
の
設
置

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
及
び
高
エ
ネ
ル
ギ
ー

加
速
器
研
究
機
構
以
外
の
者
が
自
ら
の
負
担
に
よ
り

建
設
す
る
中
性
子
線
専
用
施
設
の
選
定
に
当
た
っ
て

は
、
第
二
の
一
に
規
定
す
る
基
準
に
従
っ
た
審
査
を

行
い
、
公
平
性
及
び
透
明
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
ま
た
、
中
性
子
線
専
用
施
設
の
設
置
後

も
、
そ
の
実
績
に
つ
い
て
適
切
な
評
価
が
行
わ
れ
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

第
四

中
性
子
線
共
用
施
設
の
運
営
及
び
中
性
子
線
専
用

施
設
の
利
用
に
関
す
る
事
項

一

施
設
の
適
切
な
運
営
の
確
保

今
後
、
中
性
子
線
共
用
施
設
の
完
成
ま
で
に
、
日

本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
と
登
録
施
設
利
用
促
進
機

関
と
の
連
携
の
在
り
方
を
は
じ
め
、
特
定
中
性
子
線

施
設
の
利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
運
営
方
法
に
つ
い

て
具
体
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
中
性
子
線
専
用
施
設
の
設
置
者
は
、
そ
の

設
置
の
主
旨
を
踏
ま
え
た
施
設
利
用
研
究
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
に
お
い

て
は
、
当
該
設
置
者
と
情
報
の
交
換
を
行
う
こ
と
に

よ
り
当
該
施
設
の
利
用
状
況
を
把
握
し
、
必
要
に
応

じ
て
当
該
設
置
者
に
対
し
て
適
切
な
助
言
を
行
う
必

要
が
あ
る
。

二

運
転
時
間

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
は
、
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
に
可
能
な
限
り
応
え
る
た
め
に
、
効
果
的
及
び
効

率
的
な
運
営
を
図
り
つ
つ
、
充
分
な
運
転
時
間
の
確

保
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

第
五

そ
の
他
特
定
中
性
子
線
施
設
の
共
用
の
促
進
に
際

し
配
慮
す
べ
き
事
項

一

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構
と
の
連
携

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
は
、
特
定
中
性
子
線

施
設
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
大
強
度
陽
子
加
速
器

施
設
全
体
が
一
体
的
に
運
営
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
い
う
こ
と
に
鑑
み
、
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器

研
究
機
構
の
設
置
す
る
施
設
に
影
響
を
及
ぼ
す
施
設

の
運
営
に
つ
い
て
、
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機

構
と
密
接
に
連
携
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
特

定
中
性
子
線
施
設
に
係
る
安
全
管
理
に
つ
い
て
は
、

関
係
法
令
等
に
従
い
、
両
者
が
一
体
と
な
っ
て
、
万

全
を
期
す
る
必
要
が
あ
る
。

二

地
元
自
治
体
と
の
連
携

特
定
中
性
子
線
施
設
は
、
当
該
施
設
が
立
地
す
る

地
域
に
お
け
る
科
学
技
術
活
動
の
活
性
化
を
図
る
と

と
も
に
、
そ
の
活
動
か
ら
創
出
さ
れ
た
研
究
成
果
を

活
用
し
た
新
産
業
・
新
事
業
の
創
出
を
促
進
す
る
と

い
う
観
点
か
ら
も
重
要
で
あ
り
、
地
域
に
お
け
る
産

学
官
連
携
の
深
化
を
は
じ
め
と
し
て
、
地
元
自
治
体

に
よ
る
協
力
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
我
が
国
が
世
界
の
科
学
技
術
振
興
を
先
導

し
、
こ
れ
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
我
が
国
に
特
定

中
性
子
線
施
設
を
核
と
し
て
世
界
的
な
研
究
拠
点
を

設
け
て
い
く
た
め
に
は
、
外
国
人
研
究
者
の
受
け
入

れ
環
境
の
整
備
等
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
点

に
つ
い
て
も
地
元
自
治
体
に
協
力
を
求
め
る
必
要
が

あ
る
。

こ
の
た
め
、
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
は
地
元

自
治
体
と
密
接
な
連
携
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

附

則

こ
の
基
本
的
な
方
針
は
、
平
成
二
十
一
年
七
月
一
日
か

ら
施
行
す
る
。

�


		2009-06-29T15:03:04+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




